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原典史料翻訳・解題
ピエール＝ジャン・マリエット『P. -J. マリエットのアベセダリオ』より

「ヴェルネ（ジョゼフ）」
船岡美穂子

18世紀フランスで活躍した版画商で出版者、コレクターでもあったピエール＝ジャン・マリエット（ 1694–

1774）は、数々の著作を記し、自らも版画や素描の制作も嗜んだ名高い美術愛好家であった1。豊かな美
術コレクションや史料に基づいて彼が著した、イタリアやフランス、ネーデルラントを中心とした、過去と
同時代の美術家を取り上げた評伝は、現在も重要な基礎史料となっている。オリジナルの手稿全体の執
筆年代は、1740–1770年頃と編年する見解が出されており、本稿もこれに従うものである2。マリエットの
生前は未刊行であったが、19世紀半ばに、フィリップ・ド・シュヌヴィエールとアナトール・ド・モンテグロンの
編纂によって、『P. -J.マリエットのアベセダリオと、芸術と芸術家に関するこの愛好家のその他の未公刊の
覚書』（Abecedario de P. -J. Mariette et autres notes inédites de cet amateur sur les arts et les artistes / 

ouvrage publié d’après les manuscrits autographes, conservés au cabinet des estampes de la Bibliothèque 

impériale, et annoté par MM. Ph. de Chennevières et A. de Montaiglon, Paris, 1851–1862, t. 1–6. 

〔 réimpression F. de Nobele, Paris, 1966.〕）とのタイトルで、手稿からの抜粋が6巻に編纂されて刊行
された 3。本稿が対象とした、18世紀半ばから後半にかけて、ローマとパリで活躍して国際的に評価され
た風景画家クロード＝ジョゼフ・ヴェルネ（1714–1789）の項目も、この画家の研究史においてしばしば参照
されてきた4。
　本稿は、マリエットによる美術家の評伝の中から、風景画家ヴェルネに関する項目を抄訳し解題を試み
たものである。訳出にあたっては、上記のシュヌヴィエールとモンテグロンの編纂によって公刊されたもの
（1966年再版本）を底本とする。註はすべて訳者によるものだが、原典史料にある原註は、訳注の中でそ
の都度引用して明示した。原綴は（　）内に、また文中の訳者による補足は〔　〕内に記した。

［翻訳］

1715年8月15日にアヴィニョンで生まれたジョゼフ・ヴェルネは、風景画と海景画（marines）を描く才に
秀でていた 5。長期間、イタリアに滞在し、これほどまでに美しい筆致を使い、多様な光の効果や、大地
や水辺から立ちのぼる蒸気が大気中に生じさせるもの、そして太陽の〔光の〕もとで見える事物を、迫真
的に表現する術を身につけられたのは、彼が自然を研究したからであり、また、この上なく熱心に励んだ
からでもあった。こうした表現にかけて彼〔ヴェルネ〕に勝る画家を私は知らない。クロード・ロランさえも、
かなわない 6。彼はまた、清らかな水も同じように巧みに表現した。そして、もしも描いたものが嵐であれ
ば、見る者はこのうえない恐怖を感じるだろう。数々の作品に忠実に描出された、ありとあらゆる状態の大
気の中を、ヴェルネに導かれてたどる定めとなれば、果てしなく続くことだろう。〔ヴェルネは〕初期時代に
苦労したが、名声が高まって大流行した。イギリス人の注文に対して、必要なだけの作品を間に合わせら
れなかったほどだったことは特筆に値する。国王が彼をお召しになり、王国の主要な海港へ行って、それ
らの眺め（ veues）をとらえた絵画を制作するようお命じになったのは、こうした状況下でのことであった7。
〔この一連の作品は〕経済的な理由から、13番目でとりやめになってしまった 8。画家自身はこのことにか



! g. 1 クロード＝ジョゼフ・ヴェルネ《植民地用資材倉庫から見たロシュフォー
ルの眺め》1761年、165×263cm、パリ、国立海洋博物館

! g. 2 参考図版「18世紀のかご」
 （H AVA R D, He n r y,  D i ct i o n n a i re  d e 

l ’ameublement et de la décoration depuis 
le XIIIe siècle jusqu’à nos jours, t. I, Paris, 
1890, pl. 39. より）
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なり無頓着であったに違いない。それどころか、
むしろ得をすることになった。なぜなら、熱心
に制作を依頼して懐を潤してくれる美術愛好
家たちには事欠かなかったから〔報酬の少な
い連作の制作をやめることで、かえって実入り
の良い注文に応じる余裕ができたということ〕
である。なかでもド・ラ・ボルド氏は格別であっ
た 9。ラ・フェルテの所有地のために8点のタブ
ローの制作を依頼して、4万リーヴルを支払い、
作品は瞬く間に仕上げられた10。これは、い
ささか急ぎすぎであったかもしれない。あえて
私見を述べるとするならば、この画家は自分の筆さばきと身につけた制作方法にいささか自信過剰になっ
ていて、注意しなければ決まりきった方法へと堕落してしまい、自らに害を及ぼすことだろう。自然の眺め
を支えとしていれば、懸念されるような不幸に見舞われることはなかっただろう。彼は、自分が描いた絵
画が法外な価格で売られるのを目の当たりにしたおそらく唯一の画家だろう。かくして、ローマにいた頃に
は100エキュを上回ることのなかった作品が、1000エキュで販売されるようになった。流行となり、引っ張
りだこになった。ロシュフォールの眺め（ fig. 1）を描いていた時、周辺の海域を航海していたイギリス艦隊
の指揮官がそのことを知り、船べりにヴェルネを招待した。そこで指揮官は、この画家の才能に敬意を表
して手厚くもてなした11。

　筆を扱う術をすでに心得ていたヴェルネ氏は、アヴィニョン
を出発した12。エクスに来て、風景画や海景画で申し分ない
成功を収めていた画家ヴィアリの父親に出会うことになった13。
プロヴァンスでは、豊かな装飾をほどこしたかご（Chaises à 

porteur）が人々の関心を集めており（ fig. 2）14、ヴィアリはかご
を豪華な絵画で飾る注文を最も多く受けた画家のひとりである。
ヴェルネは彼を補佐することで自らの道を見出し、〔やがて〕こ
れほどまでに卓越することになる専門職の道に入ることになっ
た。さらに上達するためには、イタリアへ旅立つ必要があると
自覚し、1733年にかの地に向かった15。彼はローマに来て、時
折そこから離れて田園や海辺に踏み込み、いたるところで自然と
それが生み出す効果を研究したものだった。それから、このう
えなく見事な真実をカンヴァスの上に描き出した16。ヴェルネを
方向づけ、洗練されたすばらしい筆さばきを身につけることがで
きたのは、少なからずサルヴァトール・ローザの風景画に描かれ
た数々の眺めのおかげであった17。この有名な画家がかつて吟味した場所を自らの目でも見たいと願ってナ
ポリを旅して、そこで大きな成果をあげた。極めて自在に仕事をこなし多作になるにつれて、評価が高まっ
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ていった。身を捧げたこのジャンルの絵画〔風景画、海景画〕を好むイギリスの美術愛好家たちが、その
評価の向上に大いに貢献した。ヴェルネは自分の作品をフランスに送った。1746年のサロンの展覧会で初
めて作品が一般公開されることになった。人々は、作者自身にも間近で会ってみたいと願った。国王は彼
をお召しになったのだが、それにはローマでこの画家と知り合ったマリニー氏が、彼の才能を認めて〔国王
に〕請け合ったことが、少なからぬ役割を果たしたのであった18。そのころには、〔人々は〕競うようにして彼
の作品を欲しがるようになっていた。〔ヴェルネは〕誰の注文を受けるべきかわからなくなってしまった。法
外な価格に釣り上げた自分の作品が、莫大な価格で転売されてゆく様を目の当たりにすることになり、おお
かたの同業者には手が届かないほどの充足を味わった。その結果、かつてローマでは100エキュで制作し
たタブローに、5,000リーヴルが支払われるまでになったのだった19。

［解題］

本稿で訳出したテキストの執筆者、ジャン＝ピエール・マリエットは、古くから続く版画商の家系に生まれ、
自身もまた豊かな版画コレクションを所有する優れた鑑定家・美術愛好家であったばかりでなく、著述家で
もあった 20。パリでは、銀行家で著名な美術愛好家でもあったピエール・クロザや、ケリュス伯爵と親交を
深めつつ、研鑚を積んだことでも知られる21。
　美術史家としてのマリエットの知識の集大成とも言うべき主要な著作が、当該史料である22。マリエットは、
所蔵していた1719年版のペッレグリーノ＝アントニオ・オルランディによる『アベチェダリオ』に基づき、若い
頃からそこに註解を書き加える作業を継続していた 23。これに加えて、マリエット自身の手によって、彼と
同時代を生きた美術家を中心とした新たな人物の評伝が執筆された。これが、本稿が対象としたヴェル
ネの評伝を含む部分にあたる。さらに、マリエット家代々の販売目録をもとに主要な版画家の生涯とその
作品リストを整備することが意図されたものとして、現在は『画家と版画家にかんする手稿ノート』というタ
イトルで版画家のアルファベット順に10巻にまとめられている。祖父と父らによって形成された版画コレク
ションとマリエット自身の販売記録をもとに、生涯にわたって加筆を続けたもので、版画家の記述には、マ
リエット家代々の伝統も影響しているとされる24。以上2つの執筆作業は、晩年まで約40年にも及び、手
稿ノートには紙葉が挟みこまれ、欄外には書き込みがされた体裁のまま結局未完に終わり、未刊行であっ
た。これらの手稿はマリエットの死後、1775年の売り立てによって美術商J. -B. -D. ランプルールに売却さ
れ、19世紀初頭には同じく美術商レニョー・ド・ラランドの手を経た後、1827年にパリ国立図書館に所蔵さ
れて現在に至る25。
　19世紀半ばになると旧体制期の文化・芸術の再評価が進み、未公刊史料の出版が相次いで実現し、当
該史料もまた1851年から1862年にかけて公刊された。シュヌヴィエールとモンテグロンは、上記手稿を主
要部分としながら、さらに『ホレス・ウォルポール氏による、イギリス絵画の状況についての逸話、P. -J. マリ
エット氏のフランス語訳』、クロザの1741年のカタログなどからも美術家の伝記を記した箇所を抜粋・編纂
した 26。オルランディの著作の註解ではマリエットの手稿部分を、また版画家とその作品を扱ったもう1つ
の手稿ノートについては自筆であることを重視して、欄外のノートを採録している。こうした経緯から、特に
後者に関して未公刊部分が多く残っているとの問題点が指摘されているものの、新たな編纂は現在まで行
われていない 27。
　一方、マリエットとほぼ同時代を生きた風景画家ヴェルネについて言えば、アヴィニョンに生まれてエクス
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＝アン＝プロヴァンスで修業し、やがて1734年頃にはローマに出て風景画制作で成功を収め約20年近くを
同地で過ごした 28。マリエットが報告しているとおり、この間もパリに作品を送ってサロンに出展し、評価
を獲得して顧客も拡大した。やがて1753年にはフランスに移住し、代表作「フランスの港」連作をはじめ、
数多くの作品を残すことになり、18世紀フランスを代表する風景画家として国際的な評価を確立した。
　当該史料であるヴェルネの評伝の構成をまとめておこう。生年月日と生地を述べた後 29、主な主題ならび
にその作品の優れた特徴を最初にまとめて紹介した。そのあと、イギリス人の間で人気を集めたことを述べ
てから、おそらく執筆した時とほぼ同時期の1753年以降のフランスに移住後の活躍ぶりにそのまま話題を
進めている。まず、同年に王室から依頼された国家プロジェクトで、やがて彼の代表作になる「フランスの
港」連作に言及した。ただし、このトポグラフィカルな重要な連作に対する具体的評価は述べておらず、作
品数にも誤りがある。マリエットは「13番目でとりやめになってしまった」と述べているが 30、当初の計画で
は20の港を描くつもりだったところ、実際には、フランスの主要な10の港を15点の作品に仕上げたところ
で終了している。従って、港であれば10港、作品数とするならば正しくは15点であるはずである31。少なく
とも後半で紹介されたイギリス艦隊の指揮官に厚遇された逸話の舞台となったロシュフォールの港は、14点
目にあたる。何より、マリエットは、「フランスの港」連作の作品の質を吟味するよりもむしろ、この連作の
計画が王室の財政上の問題により中止になっても、ヴェルネは困窮しないどころか、かえって高額の報酬
を約束する個人の顧客に応じ、さらに潤う好機となったことを強調している。このことは、王室や王立アカ
デミーに頼らずとも、人気さえあれば顧客に困らない18世紀後半の美術市場の活況ぶりを具体的に示した
事例と言えるだろう。続いて、ラボルドのための連作の制作も1766年頃以降のこととされており32、いずれ
も画業後半の円熟期にあたる。マリエット自身が実際に見聞きした近年の情報を優先したことが推測される。
　次に、テキストの後半の検討に移ろう。ここでは唐突ながら、およそ30年以上も時代をさかのぼり、マ
リエット自身が直接には知り得なかった、南仏アヴィニョンやエクス＝アン＝プロヴァンスでの画家の修業時
代、そしてローマでの制作活動をはじめとする経歴がまとめられた。記述はやや短く簡潔なものではあるが、
ヴィアリに学んだこと、ローマを訪れた時期、そしてこの地で風景画や海景画の領域で成果を挙げ、さらに
マリニー侯に出会って重要な縁に恵まれたことがおおむね正確な事実に基づいている。また、ヴェルネが
イタリア滞在の折にサルヴァトール・ローザの風景画作品から大いに影響を受けたこと、さらにはこの画家
の故郷であり作品の主題にもなったナポリを旅して、研鑚を積んだことも具体的に証言された。実際にフラ
ンスでは当時、ローザの作品が注目されて評価されるようになったばかりでなく、近代のヴェルネの研究史
でもローザからの影響が論証されており、マリエットによるこの評伝自体が典拠のひとつとして重視されて
いる33。
　マリエットは、ヴェルネの個々の具体的な作品を挙げて論じてはいないものの、自然研究に基づき、真
に迫った風景表現、観者に恐怖を与えるほどの嵐の描写、筆致のすばらしさをとりわけ高く評価した。帰
国する以前に、1746年のサロンに出展してフランスで初めて作品が披露されたこと34、人々から熱烈に評価
されたことが述べられているが、この年はヴェルネが王立絵画彫刻アカデミーの準会員となった年でもあっ
た。そればかりではない。奇しくもラ・フォン・ド・サン＝ティエンヌがロココ絵画を批判して古典的な伝統に根
差した物語画の再興を主張した、有名な批評がなされた年でもあった 35。ここで、同年のラ・フォンの批評
に目を向けてみよう。彼は、よく知られているとおりフランソワ・ブーシェやジャン＝マルク・ナティエらの作品
を厳しく批判した一方で 36、従来はジャンルのヒエラルキーで低次に位置づけられていた、風俗画、風景画、
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静物画といった写実に根差したジャンルの絵画を再評価した。このことは、真実に乏しいと見なされる傾向
にあったロココ絵画に対する批判と連動したものでもあった。ラ・フォンは早くも「イタリア人たちの間にあっ
て、我が国に大きな名誉をもたらす」ヴェルネの風景画に着目し、次のように評している37。「霧をかすませ
る太陽、恐ろしい嵐、難船の恐怖、その迫真性のために激しい恐怖に身震いするような不安を掻き立てい
るもの、それらの効果が真実性と模倣の魅力によって、ヴェルネ氏の絵画に私たちの視線をくぎ付けにする。
（中略）人は彼をその技術と真実〔の表現〕において、クロードの好敵手であると称賛する38。その真実に
よって、とらえどころのないものをとらえ、夜の冷気や水蒸気、かすかな湿り気を帯びた大気といった色彩
のないものを描きだす」39。そして、「公衆ならびに鋭敏な感覚をもった目利きたちの称賛を確認」してラ・フォ
ンは賛辞を結んだ40。
　上記に引用したラ・フォンの批評は、マリエットによるヴェルネの評価ともほぼ符合していることが興味深
い。すなわち、風景画の迫真性、嵐の場面が観者に喚起する恐怖、そしてとりわけ水蒸気や大気といった
形がなくつかみどころのない対象の描写力を特筆し、この点においてクロードに匹敵する、あるいはそれを
凌駕すると認める意見である。両者が同様の見解を抱いたことばかりでなく、今日まで伝わるマリエット旧
蔵のサロン関連の膨大な史料のコレクションが示唆するとおり41、彼が実際に同時代の批評によく目を通し
て知悉していたことをも意味するだろう。さらには、18世紀半ば頃から、従来は軽視されていた風景画制
作の重要性が認識されつつあった。特にローマの王立絵画彫刻アカデミーでも、留学生たちにローマの風
景の自然研究が推奨されるようになったことにもよく表れている。マリエットもまたそうした動向を意識して、
風景画ジャンルに対する評価を共有していた可能性も指摘できるだろう。
　このヴェルネの評伝は、1746年のサロン初出展から、「フランスの港」連作が制作され、ラボルドのため
の連作が制作された1760年代半ばにかけての高い評価と名声を記録したばかりではない。その作品価格
の高騰の様子が繰り返し具体的な金額とともに述べられている。ヴェルネ自身が残した記録等を参照する
と42、マリエットの伝える数字にはいくらか誤差はあるようだが 43、ローマに滞在した時期と比べ、パリでは
10倍から15倍ほどにまで値上がりしたというのも誇張ではないだろう。莫大な作品価格に驚きあきれなが
らも、マリエットが鋭く批判的な目を向けたのは、こうした値段そのものではなかった。身につけた技術を
駆使して殺到する注文を器用にこなすうちに、経験に頼りすぎ慣習化した表現に陥ってしまい、実物の眺め
に基づいた自然研究が疎かになることにこそ苦言を呈し、やがてマニエール（習慣化・因習化した表現、過
度の技巧を凝らした表現）に陥ることを危惧したのである44。そのことは、ヴェルネの成功とは、「自然を研
究し、この上なく熱心に励んだ」賜物であった、と強調した冒頭の明言とも効果的に呼応している。マリエッ
トは、アトリエ内での伝統的な風景画の制作方法ばかりでなく、屋外での現実の風景を目の前にした自然
研究が不可欠とする新しい考え方を抱いていたことがわかる。コニスビーが論じたとおり、ヴェルネの画業
初期と末期の違いを比べる同様の意見は、1750年代初頭にローマに滞在した折にヴェルネに出会ったジョ
シュア・レノルズが、海景画家を目指す若者に宛てた1780年の書簡も見いだされる45。「単なるクロッキーを
もとにするのではなく、水辺までパレットとクレヨンを持って行って、モティーフを直接油彩で描くことを強
く勧めます。私がローマで知り合ったヴェルネが実行していたようにです。（中略）〔しかし〕今やヴェルネは
マニエリストに過ぎず、もはや見習うよう勧められるものはありません」46。類似した指摘はディドロによるサ
ロン評でも見られ、研究史でもほぼ同様の見解が示されてきた47。型どおりの表現を繰り返してしまったこ
ともまた、近代の美術史研究においてカタログ・レゾネの編纂を困難にしている大きな理由のひとつと言える
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だろう。
　マリエットによるヴェルネの評伝には、18世紀半ばから後半期にかけての王立絵画彫刻アカデミーでも
自然研究が推奨されるようになり、アトリエ内の慣習的表現からの脱却が目指された動向が反映されてお
り、また17世紀末には風変りな画家とされてきたローザの作品評価の高まりと流行をも読み取ることが可
能だろう。ヴェルネをめぐる一次史料や批評は、画家自身が執筆した記録を含めて複数残されているが、
先行研究でしばしば引用されてきたとおり、優れた美術愛好家マリエットによるこの評伝は、ヴェルネと風
景画をめぐる重要な証言である。

* 付記：本稿は、2021–2024年度科学研究費補助金（基盤研究（C））による研究課題「18世紀フランスの風景画研究―美術愛
好家による作品制作の視点から」（課題番号21K00143）による研究成果の一部です。また、調査に際して、日本大学芸術学部
図書館のご厚誼を得ました。ここに記して謝意を表します。
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Dictionnaire de biographie française, sous la direction de J. Balteau [et als.], t. 18, Paris, 1933, col. 1370–1371. マリエットの
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13 ヴェルネが師事したジャック・ヴィアリ（ Jacques Vialy [Viali], 1650–1745）のことである。シチリア生まれで、1720年からエ
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16 屋外で自然研究をしてから、カンヴァスに描くという風景画の制作手順が述べられている。
17 サルヴァトール・ローザ（Salvator Rosa, 1615–1673）は、ナポリ出身の画家で詩人。
18 マリニー侯爵、アベル＝フランソワ・ポワソン・ド・ヴァンディエール（Marquis de Marigny, 1727–1781）は、ルイ15世の寵姫ポン
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興や国王の美術コレクションの充実に努めた。この地位に就く前に、コシャンを伴ってイタリアを視察しており、その時にヴェルネ
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20 マリエットの主要参考文献は本稿註1参照。以下、本文中に記述した経歴は主要参考文献に基づく。
21 ピエール・クロザ（Pierre Crozat, 1661–1740）は、豊かな素描のコレクションで有名で、当時の美術家や愛好家たちと交友し、
芸術の庇護者・蒐集家となった。フランスにある主要な美術コレクションを集めた版画集の出版の際には、マリエットが中心的な
役割を演じた。

 ケリュス伯（Comte de Caylus [Anne-Claude-Philippe de Tubières de Grimoard de Pestels de Lévis], 1692–1765）は、美
術愛好家・庇護者で、素人の版画家、古物研究家、著述家。貴族階級の出身で、豊かな経済力と余暇に恵まれ、クロザやヴァ
トーらと親交を得て、絵画の鑑賞眼を身につけた。18世紀後半には、古代研究にも力を注いだ。

22 以下、当該の原典史料については、拙著2022年を参照。
23 ペッレグリーノ・アントニオ・オルランディ（Pellegrino Antonio Orlandi, 1660–1727）は、イタリアの美術史家。主要な著作は、

1704年刊行（その後、1719年、1731年、1753年に改訂版）の『アベチェダリオ・ピットリコ』であり、イタリアで初めてアルファベッ
ト順に美術家の伝記を構成した著作である。ただし、ファミリーネームではなく、ファーストネームのアルファベット順となってい
る。マリエットが所有していた1719年版は、オルランディ自身が初版の誤謬や欠落を正すために、美術家や蒐集家たちと書簡を
やりとりして出版された。特に、パリにいたクロザが貢献し、この版は彼に献呈されている。しかし、この改訂版であってさえも
誤りが多いために、マリエットをはじめとする専門家たちの間では、あまり役に立たないものとみなされた。

 筆者は、この手稿の部分もパリ国立図書館で実見調査した。マリエットによる手稿はオルランディの公刊された著作のページの
間に挟みこまれており、美術家事典をまとめることが企図されていたことがうかがえた。タイトルページには、「L’ABECEDARIO 
PITTORICO dall’autore (note de Mariette: morto nel anno 1727) ristampato corretto et accresciuto di molti professori 
e di altre notizie spettanti alla Pittura. Dédicace: A MONSIEUR PIERRE CROZAT…(note de Mariette: morto nel 
1740 a di 24 di mese di maggio nel età di 75 anni e 2 mesi), Bologne 1719.」と記され、現在は赤いモロッコ革で綴じられてお
り、サイズは26.5×19.5cm。

24 Scott, Barbara, « Pierre-Jean Mariette, Scholar and Connoisseur », Apollo, XCVII, 1973, pp. 54–59.

25 執筆年代の推定は、本稿冒頭を参照。1775年のマリエットの売立てでは、「no1491: アベチェダリオ・ピットリコ、1719年版、四
折版、白い紙とマリエット氏による多くの手稿ノートを各ペ –ジに挟んだものとともに仮綴された」との記述がある。Cat. exp. 
PARIS 1967, pp. 187–188.

26 6巻末には、編纂者による編纂方針が記されている。MARIETTE ca. 1740–1770, t. 6, pp. 345–354.

27 Cat. exp. PARIS 1967, pp. 187–188.

28 ヴェルネの経歴の概要は以下を参照した。Cat. exp. PARIS 1976; CONISBEE, op. cit.

29 マリエットは生年月日を誤って記した。正しくは1714年8月14日。註5参照。
30 MARIETTE ca. 1740–1770, p. 50.

31 註7に挙げた文献を参照。
32 LAGRANGE, op. cit., p. 365, R. 133, 134; INGERSOLL– SMOUSE, op. cit., pp. 13–14, no 853–859.

33 CONISBEE, Philip, « Rosa and Claude–Joseph Vernet », The Burlington Magazine, December 1973, pp. 789–794. また、
邦語によるローザの最新の研究は以下。小針由紀隆、『サルヴァトール・ローザ―17世紀イタリアの美術家が追い求めた自由と名
声』、論創社、2021年。

34 初回の展示はマリエットの記述通り1746年であった。以下の記録から、それ以降もサロンに熱心に出展したこともわかる。
SANCHEZ, Pierre, Dictionnaire des artistes exposant dans les salons des XVIIe et XVIIIe siècles à Paris et en province : 
1673–1800, t. 3, Dijon, 2004, pp. 1678–1688.

35 エティエンヌ・ラ･フォン・ド・サン＝ティエンヌ（Etienne La Font de Saint–Yenne, 1688–1771）は、18世紀フランスの批評家で宮
廷人。ディドロに先駆けた近代美術批評のパイオニアとされる。1746年のサロン評において、ロココ絵画に対する批判を展開、17
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